
(57)【要約】

【課題】常に勢いの強い増量スチームを噴出させ、使い

勝手の良いアイロンを提供する。

【解決手段】増量スチーム釦26を押し下げると、ピスト

ン25が連動して押し下げられ、シリンダー24内に圧がか

かる。増量スチーム釦26の底面に当接した継手110のピ

ストン受部110ｂも押し下げられ、この継手110に連動し

て開閉桿30が下がり、ノズル部31の小孔が閉じる。シリ

ンダー24内の水が出水口116から気化室６に強制的に吐

き出される。第２開口部112はノズル部31と連通してい

るが、ノズル部31の小孔は開閉桿30により閉塞されてい

るため、ポンプ装置23からの水圧が気化室６側とノズル

部31側とに分散されることがない。これにより、増量ス

チーム釦26の押動操作時には、勢いの強いスチームを噴

出させることができる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
加 熱 手 段 に よ っ て 加 熱 さ れ る ベ ー ス と 、 前 記 ベ ー ス に 形 成 し た 気 化 室 と 、 液 体 を 貯 え る タ
ン ク と 、 液 体 を 前 記 気 化 室 へ 供 給 す る 供 給 部 と 、 液 体 の 供 給 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、 液 体
を 一 時 的 に 前 記 気 化 室 へ 送 り 込 む 送 液 装 置 と を 備 え た ア イ ロ ン に お い て 、 前 記 送 液 装 置 が
液 体 を 送 り 込 む 送 液 動 作 に 連 動 し て 前 記 供 給 部 を 閉 塞 す る 開 閉 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る ア イ ロ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 開 閉 手 段 は 、 前 記 送 液 装 置 と 前 記 制 御 装 置 と を 連 結 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の ア イ ロ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 タ ン ク を ア イ ロ ン 本 体 に 対 し て 着 脱 自 在 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請
求 項 ２ 記 載 の ア イ ロ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 開 閉 手 段 と 前 記 制 御 装 置 と を 連 結 す る 一 方 、 付 勢 手 段 に よ り 前 記 開 閉 手 段 が 前 記 送 液
装 置 に 当 接 さ れ る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ア イ ロ ン 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 衣 類 等 の し わ 延 ば し や プ レ ス 仕 上 げ に 使 用 す る ア イ ロ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ア イ ロ ン と し て 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う な も の が あ る 。 従 来 、 こ の 種 の ア イ
ロ ン は 、 ス チ ー ム 設 定 の 状 態 で は 開 閉 体 が 開 い て お り 、 開 閉 装 置 が 開 閉 体 を 開 く こ と で 、
供 給 部 よ り 液 体 が 気 化 室 に 入 る 。 ま た 、 ス チ ー ム 設 定 を 解 除 す る こ と に よ り 、 開 閉 体 を 閉
じ る こ と が で き 、 タ ン ク か ら 気 化 室 へ の 液 体 の 供 給 を 停 止 す る こ と が で き る 。 増 量 ス チ ー
ム は 開 閉 体 の 開 閉 に か か わ ら ず で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ９ ２ ８ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 開 閉 体 を 開 い た 状 態 す な わ ち ス チ ー ム 設 定 で は ポ ン プ 装 置 内 の 液 圧 が 液 出 口 と
ノ ズ ル 部 に 分 散 さ れ る た め 、 勢 い の 弱 い 増 量 ス チ ー ム が 噴 出 さ れ 、 頑 固 な し わ を と る に 足
り な か っ た 。 ま た 勢 い の 強 い 増 量 ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る た め に わ ざ わ ざ ド ラ イ 設 定 に す る
こ と は 煩 わ し く 、 使 い 勝 手 が 悪 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 常 に 勢 い の 強 い 増 量 ス チ ー ム を 噴 出 さ せ 、 使 い 勝 手
の 良 い ア イ ロ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ の ス チ ー ム ア イ ロ ン で は 、 供 給 部 と 送 液 装 置 と い う 気 化 室 へ 液 体 を 供
給 す る 手 段 が 複 数 あ る 場 合 で あ っ て も 、 送 液 装 置 の 動 作 に 連 動 し て 開 閉 手 段 が 供 給 部 を 閉
塞 す る た め 、 送 液 装 置 か ら の 液 圧 が 供 給 部 側 へ 分 散 さ れ る こ と が な く 、 送 液 装 置 に よ り 常
に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ の ス チ ー ム ア イ ロ ン で は 、 前 記 送 液 装 置 と 前 記 制 御 装 置 と が 機 械 的 に
連 動 す る た め 、 制 御 装 置 を 操 作 し な く て も 、 送 液 装 置 を 操 作 す る だ け で 供 給 部 が 閉 塞 さ れ
、 常 に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 本 発 明 の 請 求 項 ３ の ス チ ー ム ア イ ロ ン で は 、 タ ン ク が 着 脱 自 在 で あ る た め 、 タ ン ク の み
を ア イ ロ ン 本 体 か ら 取 り 外 し て 持 ち 運 ぶ だ け で 、 タ ン ク へ の 注 液 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ の ス チ ー ム ア イ ロ ン で は 、 送 液 装 置 の 操 作 時 に は 送 液 装 置 の 動 作 に 連
動 し て 制 御 装 置 を 動 作 さ せ る 一 方 で 、 制 御 装 置 の 操 作 時 に は 当 該 連 動 動 作 に 影 響 を 与 え る
こ と な く 制 御 装 置 が 送 液 装 置 と は 独 立 し て 動 作 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に よ る と 、 送 液 装 置 に よ り 常 に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 さ せ 、 使 い
勝 手 の 良 い ア イ ロ ン を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に よ る と 、 送 液 装 置 と 制 御 装 置 と を 簡 単 な 構 成 で 連 動 さ せ て 常 に 勢 い
の 強 い 増 量 ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に よ る と 、 タ ン ク へ の 注 液 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に よ る と 、 送 液 装 置 の 送 液 動 作 に 制 御 装 置 を 連 動 さ せ て も 、 制 御 装 置
の 操 作 に 係 る 独 立 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に お け る ア イ ロ ン の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 ア イ ロ ン の 外 観 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 を 示 し
た も の が 図 ３ で あ り 、 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 断 面 図 を 示 し た も の が 図 ４ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ は 本 体 た る ア イ ロ ン 本 体 で あ っ て 、 こ の ア イ ロ ン 本 体 １ は 加 熱 手 段 と し て ヒ ー タ ２ を
埋 設 し た ベ ー ス ３ を 下 部 に 備 え て い る 。 ベ ー ス ３ の 内 部 に は 、 ヒ ー タ ２ の 近 傍 に 位 置 し て
蒸 気 室 す な わ ち 気 化 室 ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 気 化 室 ６ に 連 通 す る 噴 出 孔 ７ が ベ ー ス ３ の 下 面
に 設 け ら れ る 。 ま た 、 ８ は ベ ー ス ３ の 上 部 を 覆 っ て 設 け ら れ た カ バ ー 、 ９ は カ バ ー ８ の 上
部 に 固 定 さ れ た 把 手 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 把 手 ９ の 上 側 は 把 手 カ バ ー 10に よ っ て 覆 わ れ 、 把 手 ９ に は ア イ ロ ン 本 体 １ を 把 持 す る 際
に 手 を 差 し 入 れ る た め の 空 洞 11が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 把 手 ９ の 上 部 と 把 手 カ バ ー 10と で 、
ア イ ロ ン 本 体 １ を 把 持 す る た め の 把 持 部 12が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 把 持 部 12は 空 洞 11
か ら 後 方 へ 開 口 し た 形 状 と な っ て お り 、 把 持 部 12の 後 方 か ら 空 洞 11へ 手 を 差 し 入 れ る こ と
が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 把 手 ９ の 前 方 に は 、 水 タ ン ク に 相 当 す る 容 器 た る カ セ ッ ト タ ン ク 14が ア イ ロ ン 本 体 １ に
対 し 着 脱 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 カ セ ッ ト タ ン ク 14は 例 え ば 合 成 樹 脂 か ら 形 成 さ れ 、 上 面
か ら 見 た 形 状 が 略 Ｕ 字 状 で 、 そ の 両 側 が 把 手 ９ の 前 端 部 側 か ら 前 後 方 向 に お け る 略 中 央 部
の 両 側 に か け て 跨 る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 カ セ ッ ト タ ン ク 14の 前 方 上 部 に は 、 注 水 口 カ バ ー 15が 設 け ら れ 、 こ の 注 水 口 カ バ ー 15は
注 水 口 16を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ の 注 水 口 16か ら カ セ ッ ト タ ン ク 14内 へ 水 を 収 容 し 、 か
つ 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 不 要 な 水 を 廃 棄 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 カ セ ッ ト タ ン ク 14の ロ ッ ク 機 構 と し て 、 把 手 ９ の 一 側 面 に や や 突 出 し て タ ン ク ロ ッ ク 釦
18が 設 け ら れ て お り 、 こ の タ ン ク ロ ッ ク 釦 18の 操 作 に 連 動 し て 上 下 動 す る 昇 降 体 19の 上 部
に 突 出 し た ロ ッ ク 部 21が 、 凹 部 22に 係 止 す る 構 成 に な っ て い る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、 着
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脱 式 の カ セ ッ ト タ ン ク 14を 例 に と っ て 説 明 し て い る が 、 上 記 ロ ッ ク 機 構 を 備 え て い な い 固
定 式 の 水 タ ン ク で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 図 ３ 乃 至 図 ５ を 参 照 し な が ら カ セ ッ ト タ ン ク 14の 内 部 構 成 に つ い て 詳 述 す る 。
図 ５ は 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14単 体 を 側 面 方 向 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 カ セ ッ ト タ ン ク 14内 に は 、 一 時 的 に 多 量 の 水 を 気 化 室 ６ へ 送 り 込 む 送 液 装 置 と し て の ポ
ン プ 装 置 23が 設 け ら れ て い る 。 こ の ポ ン プ 装 置 23は 、 円 筒 状 の シ リ ン ダ ー 24と 、 こ の シ リ
ン ダ ー 24内 を 水 密 状 態 で 鉛 直 方 向 に 摺 動 自 在 に 設 け ら れ た ピ ス ト ン 25と 、 こ の ピ ス ト ン 25
を 上 下 に 往 復 動 作 さ せ る 操 作 手 段 た る 増 量 ス チ ー ム 釦 26と を 備 え て い る 。 増 量 ス チ ー ム 釦
ば ね 100は 、 ピ ス ト ン 25を 上 方 に 付 勢 す る こ と に よ り 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26が カ セ ッ ト タ ン
ク 14か ら 突 出 す る よ う に 弾 性 復 帰 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 シ リ ン ダ ー 24の 底 部 は テ ー パ 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 下 端 部 に は 管 状 に 延 出 し た 入 水 口 101
が 設 け ら れ る 。 こ の 入 水 口 101に は カ セ ッ ト タ ン ク 14内 に 貯 め ら れ た 水 内 へ と 延 び る パ イ
プ （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ て お り 、 入 水 口 101は 当 該 水 を シ リ ン ダ ー 24内 に 吸 い 込 む た め
に 設 け ら れ て い る 。 シ リ ン ダ ー 24の 内 底 部 か ら 入 水 口 101の 貫 通 孔 へ か け て 、 金 属 を 球 状
に 加 工 し て な る 入 水 鋼 球 102が 上 下 に 往 復 動 作 可 能 な 程 度 の 大 き さ の 入 水 凹 部 104が 設 け ら
れ て お り 、 こ の 入 水 凹 部 104内 に 入 水 鋼 球 102が ス プ リ ン グ 103に よ り 入 水 口 101の 貫 通 孔 へ
常 時 付 勢 さ れ た 状 態 で 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 入 水 鋼 球 102が 上 下 動 す る こ と に よ り
、 入 水 口 101が 開 閉 す る こ と と な る 。 シ リ ン ダ ー 24の 底 部 に は 、 入 水 口 101に 連 通 す る 入 水
凹 部 104と は 別 に 、 シ リ ン ダ ー 24の 底 部 に 接 続 さ れ た 管 状 の 出 水 口 116に 連 通 す る 出 水 凹 部
115が 設 け ら れ る 。 出 水 凹 部 115は 、 金 属 を 球 状 に 加 工 し て な る 出 水 鋼 球 118が 上 下 に 往 復
動 作 可 能 な 程 度 の 大 き さ に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 に は 、 出 水 鋼 球 118が ス プ リ ン グ 117に よ り
シ リ ン ダ ー 24内 底 部 と 出 水 凹 部 115と の 連 通 孔 へ 常 時 付 勢 さ れ た 状 態 で 設 け ら れ て い る 。
す な わ ち 、 出 水 鋼 球 118が 上 下 動 す る こ と に よ り 、 出 水 口 116が 開 閉 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 後 述 す る よ う に 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26を 下 方 へ 押 す こ と に よ っ て ポ ン プ 装 置 23に
よ り カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 水 が 一 時 的 に 多 量 に 気 化 室 ６ へ 供 給 さ れ 、 気 化 室 ６ と 連 通 す る
噴 出 口 ７ か ら ス チ ー ム を 一 時 的 に 多 量 に 噴 出 さ せ る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 気 化 室
６ へ カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 水 を 送 り 込 む 、 ポ ン プ 装 置 23の 送 液 動 作 時 に は 、 使 用 者 の 操 作
に よ り 増 量 ス チ ー ム 釦 26及 び ピ ス ト ン 25が 動 く こ と か ら 、 こ れ ら が 操 作 部 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ セ ッ ト タ ン ク 14の 内 部 に は 開 閉 装 置 と し て の 弁 装 置 27が 設 け ら れ て い る 。 弁 装 置 27は
、 カ セ ッ ト タ ン ク 14の 下 面 部 に あ っ て 、 支 持 体 29に よ り 直 立 状 態 に か つ 上 下 に 摺 動 自 在 に
支 持 さ れ た 開 閉 切 換 手 段 た る 開 閉 部 と し て の 開 閉 桿 30と 、 支 持 体 29の 凹 底 面 上 に 設 け ら れ
た 環 状 の パ ッ キ ン 105と 、 こ の パ ッ キ ン 105を 常 時 、 支 持 体 29の 凹 底 面 側 に 付 勢 し て 、 水 密
状 態 を 保 持 す る 付 勢 部 材 と し て の ス プ リ ン グ 32と 、 こ の 開 閉 桿 30の 下 方 に 設 け ら れ た 滴 下
部 と し て の ノ ズ ル 部 31と を 備 え 、 開 閉 桿 30の 上 下 動 に よ り こ の ノ ズ ル 部 31の 中 心 に 穿 設 さ
れ た 小 孔 を 開 閉 し 、 気 化 室 ６ へ の 水 の 供 給 を 制 御 す る 。 開 閉 桿 30は 、 細 長 い 棒 状 部 材 か ら
な り 、 そ の 下 端 が カ セ ッ ト タ ン ク 14の 底 面 に 形 成 さ れ た 弁 孔 た る 流 出 口 33の 中 心 部 に 臨 ん
で 設 け ら れ る 一 方 、 そ の 上 部 は カ セ ッ ト タ ン ク 14の 上 方 か ら 突 出 す る ロ ッ ク 釦 106に 連 結
さ れ て い る 。 ロ ッ ク 釦 106の 上 に は ス チ ー ム 釦 38が 被 せ ら れ て お り 、 こ の ス チ ー ム 釦 38を
押 動 操 作 す る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 釦 106ひ い て は 開 閉 桿 30が 上 下 動 す る 。 さ ら に ロ ッ ク 釦 1
06と ロ ッ ク 釦 ば ね 107に よ り 、 ス チ ー ム 釦 38を 押 動 す る 度 に ノ ズ ル 部 31の 開 閉 状 態 が 交 互
に 切 り 換 わ る よ う に 、 ス チ ー ム 釦 38を 押 動 す る 度 に 開 閉 桿 30が 上 昇 位 置 又 は 下 降 位 置 の 上
下 ２ 箇 所 の 位 置 に 交 互 に 固 定 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 ロ ッ ク 釦 106は 、 ス チ ー ム 釦 38と 連 動 し て ス チ ー ム 釦 38の 押 動 力 を 開 閉 桿 30
に 伝 達 す る と 共 に 、 ス チ ー ム 釦 38を そ の 動 作 下 端 に ま で 押 し 下 げ る と 、 ロ ッ ク 釦 106が 回
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転 し な が ら 押 し 下 げ ら れ る こ と に よ り カ セ ッ ト タ ン ク 14内 に 形 成 し た 係 合 部 （ 図 示 せ ず ）
に 係 合 し て ロ ッ ク 状 態 と な り 、 ス チ ー ム 釦 38ひ い て は 開 閉 桿 30を そ の 位 置 に 保 持 す る よ う
に 構 成 し て い る 。 こ の と き 、 開 閉 桿 30は 、 ス プ リ ン グ 32の 付 勢 力 に 抗 し て 下 方 に 移 動 し 、
ノ ズ ル 部 31を 閉 塞 し て 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14か ら 気 化 室 ６ へ の 水 の 供 給 を 遮 断 す る 。 一 方 、
ロ ッ ク 釦 106が ロ ッ ク し た 状 態 か ら 、 ス チ ー ム 釦 38を さ ら に 下 方 へ 押 込 む と 、 ロ ッ ク 釦 106
と カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 係 合 部 と の 係 合 状 態 は 解 除 さ れ 、 ロ ッ ク 釦 ば ね 107の 弾 性 反 発 力
に よ り 、 ロ ッ ク 釦 106及 び ス チ ー ム 釦 38が 押 し 上 げ ら れ 、 元 の 位 置 に 復 帰 す る 。 こ の と き
、 開 閉 桿 30は 、 ス プ リ ン グ 32の 弾 性 反 発 力 が 作 用 し て 上 方 に 移 動 し 、 ノ ズ ル 部 31を 開 放 し
て 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14か ら 気 化 室 ６ へ の 水 の 供 給 を 可 能 に す る 。 こ の よ う に 、 ス チ ー ム 釦
38の 押 動 操 作 に よ っ て 、 ノ ズ ル 部 31の 開 閉 す な わ ち ド ラ イ と ス チ ー ム の 切 換 え を 行 な う よ
う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 で 、 開 閉 桿 30は 、 連 動 開 閉 手 段 と し て の 継 手 110に よ り 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 押 動 操
作 に も 連 動 し て 上 下 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 継 手 110は 、 円 筒 状 の 開 閉 桿 受 部 110ａ
と 、 円 筒 状 の ピ ス ト ン 受 部 110ｂ と 、 開 閉 桿 受 部 110ａ の 一 端 と ピ ス ト ン 受 部 110ｂ の 一 端
と を 互 い 違 い に 繋 ぐ 架 橋 部 110ｃ と か ら 構 成 さ れ 、 開 閉 桿 受 部 110ａ へ 開 閉 桿 30が 貫 挿 さ れ
る と 共 に 、 ピ ス ト ン 受 部 110ｂ へ ピ ス ト ン 25が 貫 挿 さ れ る 。 当 該 組 立 に 際 し て は 、 ポ ン プ
装 置 23と 開 閉 桿 30と を 連 結 さ せ る 継 手 110の 開 閉 桿 受 部 110ａ へ 開 閉 桿 30を 通 し て 例 え ば Ｅ
ワ ッ シ ャ ー 等 で 固 定 し 、 そ の 状 態 で カ セ ッ ト タ ン ク 14に 配 置 さ せ 、 継 手 110の ピ ス ト ン 受
部 110ｂ に ポ ン プ 装 置 23の ピ ス ト ン 25を 連 結 さ せ て 、 開 閉 桿 30と ポ ン プ 装 置 23の 上 方 に そ
れ ぞ れ ス チ ー ム 釦 38と 増 量 ス チ ー ム 釦 26を 配 置 さ せ る 。 開 閉 桿 受 部 110ａ は 、 そ の 内 部 に
収 納 さ れ た 弾 性 部 材 と し て の 継 手 ば ね 130を 介 し て 開 閉 桿 30の 上 部 と 連 結 さ れ て い る 。 継
手 ば ね 130の 代 わ り に 例 え ば ゴ ム な ど 伸 縮 自 在 の 部 材 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 開 閉 桿 受 部 1
10ａ に は 、 そ の 下 端 に ス プ リ ン グ 32の 一 端 が 、 一 方 、 そ の 上 端 に ロ ッ ク 釦 ば ね 107の 一 端
が そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ の 結 果 、 ス プ リ ン グ 32の 他 端 に 取 り 付 け ら れ た パ ッ キ
ン 105が 支 持 体 29の 凹 底 面 に 当 接 し て 、 開 閉 桿 受 部 110ａ ひ い て は 継 手 110が 上 方 へ 付 勢 さ
れ る 。 こ れ に 伴 い 、 ピ ス ト ン 受 部 110ｂ は 常 に 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 底 面 に 当 接 す る こ と と
な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 の ア イ ロ ン で は 、 ポ ン プ 装 置 23が 気 化 室 ６ へ 水 を 送 り 込 む 送 液 動 作
時 に 押 動 操 作 す る 増 量 ス チ ー ム 釦 26に 連 動 す る ピ ス ト ン 25と 、 ス チ ー ム 釦 38の 押 動 操 作 に
よ り ノ ズ ル 部 31を 開 閉 す る 開 閉 桿 30と を 継 手 110で 連 結 し 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 押 動 操 作
に 連 動 し て 開 閉 桿 30が ノ ズ ル 部 31を 閉 塞 す る よ う 構 成 し て い る 。 と り わ け 、 本 実 施 例 で は
、 継 手 110と 開 閉 桿 30と を 継 手 ば ね 130で 連 結 す る 一 方 、 継 手 110と ピ ス ト ン 25と は 直 接 連
結 し な い で 付 勢 手 段 と し て の ス プ リ ン グ 32の 付 勢 に よ り 継 手 110が 増 量 ス チ ー ム 釦 26に 当
接 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。 こ れ に よ り 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 押 動 操 作 時 に は 継 手 110
ひ い て は 開 閉 桿 30が ピ ス ト ン 25の 送 液 動 作 に 連 動 し て ノ ズ ル 部 31の 開 閉 が 行 な わ れ る 一 方
で 、 ス チ ー ム 釦 38の 押 動 操 作 時 に は 開 閉 桿 30が 継 手 110と は 独 立 し て 動 作 可 能 と な る の で
、 当 該 連 動 動 作 に 影 響 を 与 え る こ と な く ス チ ー ム 釦 38の 十 分 な ス ト ロ ー ク を 確 保 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ノ ズ ル 部 31の 下 方 に は 第 １ 開 口 部 111を 設 け る と と も に 、 ポ ン プ 装 置 23の 下 方 に 第 ２ 開
口 部 112を 設 け 、 第 １ 開 口 部 111と 第 ２ 開 口 部 112は 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14の 底 部 に 設 け た 合
流 部 113に 連 通 し て お り 、 ノ ズ ル 部 31と ポ ン プ 装 置 23と か ら そ れ ぞ れ 流 出 す る 水 を こ こ で
合 流 す る よ う に し て い る 。 こ の 合 流 部 113の 下 部 に は 、 気 化 室 ６ に 連 通 す る 導 水 路 た る 通
水 継 手 28が 設 け ら れ て い る 。 合 流 部 113に 対 向 し て カ バ ー ８ 側 に 設 け ら れ た パ ッ キ ン 114は
、 カ セ ッ ト タ ン ク 14を ベ ー ス ３ に 装 着 し た と き に 合 流 部 113に 密 着 し て 、 水 密 性 を 確 保 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 通 水 継 手 28と ベ ー ス ３ と の 間 に は 、 ベ ー ス ３ か ら の 熱 を 遮 断 す る 遮 熱 板 34が 介 在
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し て あ る 。 こ の 遮 熱 板 34の 下 方 に は 、 気 化 室 ６ の 上 部 開 口 部 を 覆 う よ う に し て 蓋 板 35が 設
け ら れ る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 120は 、 通 水 継 手 28内 部 に 形 成 さ れ た 導 水 路 で あ り
、 合 流 部 113と 気 化 室 ６ の 上 方 に 位 置 す る 水 出 口 121と を 連 通 し て 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の
水 を 気 化 室 ６ に 導 く 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 125は 、 合 流 部 113と 水 出 口 121と を 連 通 す る 導 水 路 120の 途 中 に 配 置 さ れ た 開 閉 弁 37に よ
り 、 気 化 室 ６ の 温 度 が ス チ ー ム 発 生 に 適 し た 温 度 に 上 昇 す る ま で は 導 水 路 120を 閉 塞 し て
水 の 供 給 を 遮 断 す る よ う 構 成 さ れ た 熱 応 動 開 閉 装 置 で あ る 。 開 閉 弁 37の 下 端 は 、 ス プ リ ン
グ 40に よ り 常 時 下 方 に 付 勢 さ れ 、 ベ ー ス ３ の 凹 部 43に 向 け て 下 方 に 突 出 し て い る 。 こ の ベ
ー ス ３ の 凹 部 43に は 、 例 え ば 反 転 式 の バ イ メ タ ル な ど か ら な る 熱 応 動 装 置 44が 収 容 さ れ る
と と も に 、 熱 応 動 装 置 44の 上 面 に 対 向 し て 、 開 閉 弁 37の 下 端 が 位 置 し て い る 。 そ し て 、 ヒ
ー タ ２ に よ り 加 熱 さ れ る ベ ー ス ３ の 温 度 が 所 定 の 温 度 に 達 す る と 、 熱 応 動 装 置 44が 凹 部 43
の 内 部 で 反 転 し 、 ス プ リ ン グ 40の 付 勢 力 に 抗 し て 開 閉 弁 37を 押 し 上 げ る こ と に よ り 、 導 水
路 120を 開 く よ う に 構 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 把 手 ９ の 上 部 に お け る 把 持 部 12の 付 根 部 近 傍 に は 、 操 作 パ ネ ル 48が 設 け ら れ る と と も に
、 ベ ー ス ３ の 設 定 温 度 を 変 え る た め の 調 節 手 段 に 相 当 す る 温 度 つ ま み 49が 配 設 さ れ て い る
。 ま た 、 操 作 パ ネ ル 48の 上 面 に は 、 図 示 し な い が 、 例 え ば 設 定 温 度 を 示 す 「 高 」 、 「 中 」
、 「 低 」 や 、 切 状 態 を 示 す 「 切 」 の 文 字 な ど が 表 示 さ れ て い る 。 温 度 つ ま み 49は 把 手 ９ の
上 面 に 突 出 し て お り 、 略 円 筒 形 状 の 把 持 部 12の 軸 心 と 略 平 行 な 回 転 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 に
設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の 温 度 つ ま み 49を 回 転 さ せ て 操 作 パ ネ ル 48に 表 示 さ れ た 目 盛
り （ 図 示 せ ず ） に 合 わ せ 、 温 度 設 定 を 行 な う こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、
温 度 つ ま み 49は 、 把 手 ９ 上 面 に お い て 操 作 釦 26， 38よ り も 後 方 に 設 け ら れ 、 温 度 調 節 が し
や す い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 把 持 部 12の 内 部 に は 、 複 数 の 段 差 を 有 す る カ ム 部 50が 温 度 つ ま み 49と 一 体 に 形 成 さ れ て
い る 。 そ し て 、 カ ム 部 50の 下 面 に 操 作 体 51の 上 端 が 当 接 し 、 こ の 操 作 体 51は 上 下 動 可 能 に
設 け ら れ て い る 。 ま た 、 操 作 体 51は 、 カ ム 部 50に 当 接 す る 合 成 樹 脂 製 の 操 作 棒 52と 、 こ の
操 作 棒 52の 下 部 の 金 属 製 の 調 節 軸 53と に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 54は 、 ア イ ロ ン 本 体 １ の 後 方 下 部 に 設 け ら れ た サ ー モ ス タ ッ ト で あ る 。 こ の サ ー モ ス タ
ッ ト 54は 、 ベ ー ス ３ の 温 度 を 感 知 し て 形 状 が 変 化 す る 感 熱 応 動 体 と し て の バ イ メ タ ル 55を
備 え 、 バ イ メ タ ル 55が 感 知 す る ベ ー ス ３ の 温 度 に 応 じ て 、 接 点 56の 開 閉 を 切 り 替 え る よ う
に な っ て い る 。 バ イ メ タ ル 55は 周 知 の よ う に 、 温 度 の 変 化 に よ り 一 定 方 向 に 湾 曲 す る 性 質
を 有 す る も の で 、 そ の 基 端 部 が 固 着 具 に よ り ベ ー ス ３ の 掛 面 の 平 坦 面 に 密 着 す る と と も に
、 そ の 先 端 部 は ベ ー ス ３ の 掛 面 の 温 度 上 昇 に 伴 い 上 方 に 撓 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 一 方
、 使 用 者 に よ る 温 度 つ ま み 49の 操 作 に よ り カ ム 部 50が 温 度 つ ま み 49と 一 体 に 回 転 し 、 カ ム
部 50の 回 転 に 連 動 し て 操 作 体 51が 上 下 動 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の 操 作 体 51の
上 下 動 に 応 じ て 接 点 56が 開 閉 し 、 こ の 開 閉 動 作 に よ り ヒ ー タ ２ の 通 電 が 制 御 さ れ 、 こ の 制
御 に よ り ベ ー ス ３ の 温 度 が 前 記 温 度 つ ま み 49で 選 択 さ れ た 設 定 温 度 に 保 た れ る よ う に な っ
て い る 。 な お 、 ベ ー ス ３ の 温 度 制 御 に は サ ー モ ス タ ッ ト 54の ほ か に 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー
タ な ど で 構 成 さ れ る 温 度 制 御 装 置 を 用 い て も よ く 、 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 動 作 を 説 明 す る と 、 作 業 者 が ア イ ロ ン の 電 源 を 入 れ 、 温 度 つ ま み 49を
回 転 さ せ て 任 意 の 温 度 に 設 定 す る と 、 ヒ ー タ ２ が 通 電 す る こ と に よ り 発 熱 し ベ ー ス ３ の 温
度 が 上 昇 す る 。 そ し て ベ ー ス ３ の 温 度 が あ る 温 度 以 上 に な る と 熱 応 動 開 閉 装 置 125が 働 き
、 導 水 路 120内 が 開 放 さ れ る 。 ス チ ー ム 釦 38が 上 昇 位 置 に ロ ッ ク さ れ て い る と 、 カ セ ッ ト
タ ン ク 14内 の 水 が ノ ズ ル 部 31， 第 １ 開 口 部 111， 合 流 部 113を 通 っ て 導 水 路 120内 に 入 り 、
水 出 口 121か ら 気 化 室 ６ に 水 滴 が 落 ち て ス チ ー ム が 発 生 す る 。 ス チ ー ム が 発 生 し て ベ ー ス
３ の 温 度 が 所 定 の 温 度 以 下 に 低 下 す る と 、 熱 応 動 開 関 装 置 125が 働 き 、 導 水 路 120内 が 閉 鎖
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さ れ 、 導 水 路 120内 の 水 の 流 れ が な く な る た め ス チ ー ム が 止 ま る 。 ま た 、 ベ ー ス ３ の 温 度
と は 無 関 係 に 、 ス チ ー ム 釦 38を 押 し 下 げ て 開 閉 桿 30を 下 げ る こ と に よ っ て 、 ノ ズ ル 部 31の
小 孔 が 閉 じ て ス チ ー ム が 止 ま る 。 ス チ ー ム 釦 38の 押 動 操 作 に 連 動 し て 、 ロ ッ ク 釦 106が 押
し 下 げ ら れ 、 ロ ッ ク 釦 ば ね 107を 介 し て 開 閉 桿 30と 共 に 継 手 110も 押 し 下 げ ら れ る 。 こ の と
き 、 本 実 施 例 の ア イ ロ ン で は 、 ス チ ー ム 釦 38が 可 動 下 端 に 到 達 す る 前 に 継 手 110の 架 橋 部 1
10ｃ が シ リ ン ダ ー 24の 側 壁 上 端 に 突 き 当 た る こ と と な る が 、 そ の 後 も 継 手 ば ね 130が 伸 び
て 開 閉 桿 30だ け が 相 対 的 に 下 が る こ と が 可 能 で あ る た め 、 ス チ ー ム 釦 38の 押 し 下 げ 途 中 で
継 手 110が 止 ま っ て し ま っ て も 、 開 閉 桿 30を 押 し 下 げ て 問 題 な く ド ラ イ 設 定 に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26を 押 し 下 げ る と 、 こ れ に ピ ス ト ン 25が 連 動 し て 押 し 下 げ ら れ 、
シ リ ン ダ ー 24内 に 圧 が か か る 。 同 時 に 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 底 面 に 当 接 し た 継 手 110の ピ
ス ト ン 受 部 110ｂ も 押 し 下 げ ら れ 、 こ の 継 手 110に 連 動 し て 開 閉 桿 30が 下 が り 、 ノ ズ ル 部 31
の 小 孔 が 閉 じ る 。 す な わ ち 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26を 押 し て い る 間 の み ド ラ イ 設 定 と 同 等 の 状
態 が 形 成 さ れ る 。 こ の と き 、 シ リ ン ダ ー 24で は 、 入 水 凹 部 104内 の 入 水 鋼 球 102が 押 し 下 げ
ら れ て ス プ リ ン グ 103の 付 勢 力 も 相 ま っ て 入 水 口 101は シ ー ル さ れ 、 代 わ り に 出 水 凹 部 115
内 の 出 水 鋼 球 118が ス プ リ ン グ 117の 付 勢 力 に 抗 し て 下 方 へ 押 し 下 げ ら れ 、 出 水 口 116が 開
放 さ れ る 。 熱 応 動 開 閉 装 置 125が 開 い て い る 場 合 に は 、 シ リ ン ダ ー 24内 の 水 が 出 水 口 116か
ら 第 ２ 開 口 部 112， 合 流 部 113を 通 っ て 導 水 路 120内 に 入 り 、 気 化 室 ６ に 強 制 的 に 吐 き 出 さ
れ る 。 第 ２ 開 口 部 112は 合 流 部 113に よ り 第 １ 開 口 部 111ひ い て は ノ ズ ル 部 31と 連 通 し て い
る が 、 ノ ズ ル 部 31の 小 孔 は 継 手 110に 連 動 し て 押 し 下 げ ら れ た 開 閉 桿 30に よ り 閉 塞 さ れ て
い る た め 、 ポ ン プ 装 置 23か ら の 水 圧 が 導 水 路 120（ 水 出 口 121） と ノ ズ ル 部 31と に 分 散 さ れ
る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 わ ざ わ ざ ス チ ー ム 釦 38を 操 作 し て ド ラ イ 設 定 に し な く て も 、
増 量 ス チ ー ム 釦 26の 押 動 操 作 時 に は 、 常 に 、 気 化 室 ６ に 勢 い 良 く 多 量 の 水 が 流 れ 込 む こ と
と な り 、 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 増 量 ス チ ー ム 釦 26か ら 指 を 離 す と 、 増 量 ス チ ー ム 釦 ば ね 100の 弾 性 反 発 力 が 作 用
し て 、 ピ ス ト ン 25お よ び 増 量 ス チ ー ム 釦 26が 押 し 上 げ ら れ 、 シ リ ン ダ ー 24内 に 負 圧 が 生 じ
る 。 同 時 に 、 継 手 110が ス プ リ ン グ 32の 弾 性 反 発 力 に よ り 上 方 へ 移 動 す る と 共 に 、 こ の 継
手 110に 連 動 し て 開 閉 桿 30が 上 が り 、 ノ ズ ル 部 31の 小 孔 が 開 放 さ れ る 。 こ の と き 、 シ リ ン
ダ ー 24で は 、 出 水 凹 部 115内 の 出 水 鋼 球 118が シ リ ン ダ ー 24内 底 部 と 出 水 凹 部 115と の 連 通
孔 へ 吸 い 上 げ ら れ て ス プ リ ン グ 117の 付 勢 力 も 相 ま っ て 出 水 口 116は シ ー ル さ れ 、 代 わ り に
入 水 凹 部 104内 の 入 水 鋼 球 102が ス プ リ ン グ 103の 付 勢 力 に 抗 し て 上 方 へ 吸 い 上 げ ら れ 、 入
水 口 101が 開 放 さ れ る こ と に よ り カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 水 が 入 水 口 101を 介 し て シ リ ン ダ ー
24内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の 操 作 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 、 通 常 以 上 の ス チ ー ム カ を 持 っ た 増 量 ス チ ー ム を 発
生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 例 で は 、 加 熱 手 段 と し て の ヒ ー タ ２ に よ っ て 加 熱 さ れ る ベ ー ス ３ と
、 ベ ー ス ３ に 形 成 し た 気 化 室 ６ と 、 気 化 室 ６ へ 供 給 す る 液 体 た る 水 を 貯 え る カ セ ッ ト タ ン
ク 14と 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14内 の 水 を 気 化 室 ６ へ 供 給 す る 供 給 部 と し て の ノ ズ ル 部 31と 、 ノ
ズ ル 部 31を 開 閉 し て 気 化 室 ６ へ の 水 の 供 給 を 制 御 す る 制 御 装 置 と し て の 弁 装 置 27と 、 カ セ
ッ ト タ ン ク 14内 の 水 を 一 時 的 に 気 化 室 ６ へ 送 り 込 む 送 液 装 置 と し て の ポ ン プ 装 置 23と を 備
え た ア イ ロ ン に お い て 、 ポ ン プ 装 置 23が 気 化 室 ６ へ 水 を 送 り 込 む 時 に ノ ズ ル 部 31を 閉 塞 す
る 開 閉 手 段 と し て の 継 手 110を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に す る と 、 ノ ズ ル 部 31と ポ ン プ 装 置 23と い う 気 化 室 ６ へ 水 を 供 給 す る 手 段 が 複
数 あ る 場 合 で あ っ て も 、 ポ ン プ 装 置 23の 送 液 動 作 に 連 動 し て 継 手 110が ノ ズ ル 部 31を 閉 塞
す る た め 、 ポ ン プ 装 置 23か ら の 水 圧 が ノ ズ ル 部 31側 へ 分 散 さ れ る こ と が な く 、 ポ ン プ 装 置
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23に よ り 常 に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ポ ン プ 装 置 23に よ
り 常 に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 さ せ 、 使 い 勝 手 の 良 い ア イ ロ ン を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 本 実 施 例 で は 、 前 記 開 閉 手 段 は 、 ポ ン プ 装 置 23の 操 作 部 に 相 当 す る ピ ス ト ン 25（ 増
量 ス チ ー ム 釦 26） と 弁 装 置 27の 開 閉 部 に 相 当 す る 開 閉 桿 30と を 連 結 す る 継 手 110で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に す る と 、 継 手 110に よ り ポ ン プ 装 置 23と 弁 装 置 27と が 機 械 的 に 連 動 す る た め
、 弁 装 置 27を 操 作 し な く て も 、 ポ ン プ 装 置 23を 操 作 す る だ け で ノ ズ ル 部 31が 閉 塞 さ れ 、 常
に 勢 い の 強 い ス チ ー ム を 噴 出 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ポ ン プ 装 置 23と 弁 装 置 27と を 簡
単 な 構 成 で 連 動 さ せ て 常 に 勢 い の 強 い 増 量 ス チ ー ム を 噴 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 本 実 施 例 で は 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14を ア イ ロ ン 本 体 １ に 対 し て 着 脱 自 在 に 構 成 し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の ア イ ロ ン 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に す る と 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14が 着 脱 自 在 で あ る た め 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14の み を
ア イ ロ ン 本 体 １ か ら 取 り 外 し て 持 ち 運 ぶ だ け で 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14へ の 注 水 を 行 な う こ と
が で き る 。 従 っ て 、 カ セ ッ ト タ ン ク 14へ の 注 液 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 本 実 施 例 で は 、 継 手 110と 開 閉 桿 30と を 継 手 ば ね 130で 連 結 す る 一 方 、 継 手 110と ピ
ス ト ン 25と は 直 接 連 結 し な い で 付 勢 手 段 と し て の ス プ リ ン グ 32に よ り 継 手 110が 増 量 ス チ
ー ム 釦 26に 当 接 さ れ る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に す る と 、 ポ ン プ 装 置 23の 操 作 時 に は そ の 増 量 ス チ ー ム 釦 26の 動 作 に 連 動 し て
弁 装 置 27を 動 作 さ せ る 一 方 で 、 弁 装 置 27の 操 作 時 に は 当 該 連 動 動 作 に 影 響 を 与 え る こ と な
く 開 閉 桿 30が ポ ン プ 装 置 23と は 独 立 し て 動 作 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ポ ン プ 装 置 23の
送 液 動 作 に 弁 装 置 27を 連 動 さ せ て も 、 弁 装 置 27の 操 作 に 係 る 独 立 性 を 確 保 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範
囲 で 変 更 可 能 で あ る 。 本 発 明 が 適 用 可 能 な ア イ ロ ン の 形 状 ， 機 能 等 は 特 に 限 定 さ れ る も の
で は な く 、 前 記 連 動 開 閉 手 段 は 継 手 110以 外 に も 同 等 の 作 用 ， 効 果 を 奏 す る 構 成 で あ れ ば
ど の よ う な 態 様 の も の で も よ い 。 例 え ば 、 ノ ズ ル 部 31に 電 動 の 弁 装 置 を 設 け て ポ ン プ 装 置
23の 送 液 動 作 に 電 気 的 に 連 動 さ せ る よ う 構 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る ア イ ロ ン 本 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 、 ア イ ロ ン 本 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 ア イ ロ ン 本 体 を 側 面 方 向 か ら 見 た 縦 断 面 図 と し て の 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 ア イ ロ ン 本 体 を 正 面 方 向 か ら 見 た 縦 断 面 図 と し て の 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 、 ア イ ロ ン 本 体 か ら 取 り 外 し た 状 態 の カ セ ッ ト タ ン ク 単 体 の 要 部 縦 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 　 ア イ ロ ン 本 体
　 ２ 　 ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ）
　 ３ 　 ベ ー ス
　 ６ 　 気 化 室

10

20

30

40

50

(8) JP 2007-260360 A 2007.10.11



　 14　 カ セ ッ ト タ ン ク
　 23　 ポ ン プ 装 置 （ 送 液 装 置 ）
　 25　 ピ ス ト ン （ 操 作 部 ）
　 26　 増 量 ス チ ー ム 釦 （ 操 作 部 ）
　 27　 弁 装 置 （ 制 御 装 置 ）
　 30　 開 閉 桿 （ 開 閉 部 ）
　 31　 ノ ズ ル 部 （ 供 給 部 ）
　 32　 ス プ リ ン グ （ 付 勢 手 段 ）
　 110　 継 手 （ 開 閉 手 段 ）
　 130　 継 手 ば ね （ 弾 性 部 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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